
紹

介

○
奪
経
閣
叢
刊
赤
穂
義
人
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
育
　
徳
　
財
　
團

　
赤
穂
義
人
録
は
元
藤
十
五
年
の
赤
穂
浪
士
の
復
讐
に
就
い
て
、

當
時
是
典
の
議
甲
論
乙
駁
の
間
に
あ
り
、
近
世
の
碩
儒
室
鳩
集
が
、

．
そ
の
義
墨
た
る
事
を
唱
道
せ
る
蓮
作
で
あ
る
。
而
し
て
本
書
は
實

に
前
田
侯
爵
家
所
藏
の
鳩
菓
草
稿
本
を
複
製
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
豊
鳩
集
は
年
十
四
に
し
て
前
田
侯
に
召
さ
れ
、
そ
の
後
京
都
遊

覧
を
終
へ
て
貞
享
三
年
加
賀
に
蹄
り
，
正
徳
元
年
新
井
白
石
の
推

翠
に
依
り
て
幕
府
の
儒
者
に
任
す
る
迄
，
儒
を
以
て
雨
田
家
に
仕

　
へ
た
の
で
あ
る
が
、
赤
門
養
人
心
は
正
に
そ
の
間
、
元
緑
十
六
年

＋
月
の
撰
に
係
る
。
そ
の
内
容
は
元
緑
＋
四
年
勅
使
下
向
の
事
よ

り
同
十
六
年
二
月
諸
士
切
腹
の
顛
末
を
記
し
，
更
に
四
十
六
士
の

傳
，
並
に
附
載
と
し
て
寺
坂
吉
右
衙
門
信
行
及
び
餓
傍
義
僕
の
事

蹟
に
至
る
迄
、
簡
潔
な
る
叙
蓮
の
間
に
修
飾
せ
ざ
る
史
實
を
傳
ふ

　
る
も
の
と
雷
ふ
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
更
に
本
書
に
あ
り
て
は
鳩
…
巣

草
稿
本
の
複
製
な
る
が
故
に
改
裁
是
正
せ
る
過
程
を
偲
び
得
る
と

共
に
、
彼
が
携
へ
る
苦
心
経
世
の
襟
を
窺
翻
し
得
る
鮎
に
そ
の
意

　
　
　
　
　
　
第
二
十
巷
　
第
三
號
「
　
六
三
八

義
大
な
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
（
解
説
附
和
本
二
紐
秩
入
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
時
野
谷
）

　
　
　
○
稻
荷
紳
証
史
料
　
第
五
輯

　
伏
見
の
穂
薄
騨
杜
に
於
て
は
夙
く
よ
り
瀬
瀬
史
料
の
蒐
集
整
理

に
力
を
致
さ
れ
て
み
た
が
、
此
度
そ
の
瀞
階
及
樽
詰
、
並
に
就
領

に
著
す
る
部
分
が
ま
つ
公
に
せ
ら
る
・
に
至
っ
た
。
・
本
家
料
の
編

纂
は
辻
善
之
助
樽
士
監
修
の
下
に
始
め
史
料
編
纂
所
竹
島
寛
氏
之

に
撮
り
、
そ
の
他
に
轄
ぜ
ら
る
Σ
に
及
ん
で
同
所
小
島
鉦
作
氏
專

ら
そ
の
後
を
糠
ぎ
之
を
完
成
せ
ら
れ
し
も
の
、
そ
の
最
初
に
第
輩

輯
の
出
版
せ
ら
る
エ
に
至
っ
た
の
は
も
と
よ
り
編
纂
事
業
進
捗
‡

の
事
構
に
よ
る
こ
と
で
あ
ら
う
が
、
特
に
一
般
達
書
の
問
題
に
ち

關
係
す
る
と
こ
ろ
の
多
い
こ
の
一
編
の
ま
つ
完
成
し
弛
こ
と
は
、
’

わ
れ
ノ
＼
と
し
て
殊
に
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
・

　
就
い
て
見
る
に
叢
書
及
靴
絡
に
著
す
る
噂
話
は
全
七
三
六
頁
の

中
僅
々
六
六
頁
に
過
ぎ
す
、
他
は
悉
く
祉
傾
に
關
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
本
編
は
夏
に
封
戸
、
蕪
園
、
煮
沸
、
朱
印
地
の
四
項
に
分
た

れ
、
冬
項
に
就
て
逐
一
編
年
嵩
に
開
係
史
料
の
全
書
が
掲
げ
ら
れ

て
み
る
。
挿
入
の
圖
版
十
三
葉
、
別
に
巻
末
に
薔
墨
壷
村
附
逝
之
圃

（　IS4）



一
葉
を
添
へ
て
、
土
地
關
係
の
文
書
の
中
に
屡
課
す
る
小
字
そ
の

他
地
理
的
幕
呼
の
槍
索
に
備
へ
て
る
る
。
た
ゴ
涌
…
思
し
て
穂
さ
び

し
く
感
ぜ
ら
れ
る
こ
と
は
、
當
肚
の
自
ら
傅
畏
し
來
つ
た
史
料
の

甚
だ
乏
し
い
こ
と
で
、
就
中
中
世
に
齢
し
て
は
そ
の
感
が
四
聖
深

い
。
蓋
し
癒
仁
鍬
に
於
て
悉
く
兵
火
に
か
、
る
も
の
と
言
は
れ
、
今

に
於
て
他
に
燐
め
ら
る
べ
く
も
な
い
が
、
野
冊
中
天
正
十
年
検
地

注
姦
前
の
も
の
は
僅
に
建
武
元
年
九
月
四
日
の
吉
田
定
房
、
三

野
資
朝
等
の
署
名
あ
る
難
訴
決
断
所
牒
の
外
、
精
々
数
通
を
撒
ふ

る
の
み
で
あ
る
。
幸
に
し
て
東
寺
百
合
文
書
、
束
幅
寺
文
書
等
の
姉

き
あ
っ
て
或
程
度
そ
の
鋏
は
補
ふ
こ
と
を
得
て
み
る
が
、
な
ほ
蕪

園
等
に
就
て
は
唯
そ
の
蕪
名
と
そ
の
在
存
と
を
知
る
の
み
で
そ
の

胱
領
と
し
て
の
由
來
憂
遷
等
を
徴
し
ヶ
べ
き
も
の
一
箇
所
も
な
い

の
は
、
恐
ら
く
編
者
に
於
て
も
最
も
慧
憾
と
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
に

相
違
な
い
。
併
し
な
が
ら
近
世
の
部
分
に
於
て
は
流
石
に
趾
傳
の

史
料
も
豊
富
に
、
大
西
、
朋
愈
等
蕾
肚
家
所
藏
の
文
書
は
多
く
本
書

に
よ
っ
て
始
め
て
世
に
紹
介
せ
ら
る
・
も
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

　
こ
の
史
料
は
本
輯
の
前
後
夏
に
祭
紳
、
鎭
座
及
批
地
、
三
殿
及

籏
末
肚
、
祭
祀
、
祠
宮
及
氏
子
、
奉
幣
及
所
講
、
行
幸
啓
及
御
幸
、

　
　
　
　
紹
　
　
　
介

果
敬
，
修
常
事
及
学
僧
、
稻
荷
山
、
稻
荷
門
前
町
、
稻
荷
信
轡
、
・

菰
野
雲
鳥
の
分
布
、
年
表
及
索
引
等
の
横
難
を
以
て
完
結
す
る
も

の
、
そ
の
規
模
の
旗
大
に
し
て
壁
宿
の
整
然
た
る
こ
と
、
同
種
の

編
纂
物
に
於
て
は
、
歯
石
清
水
八
幡
宮
の
そ
れ
を
除
き
殆
ど
偲
に

比
類
を
見
な
い
も
の
で
あ
ら
う
Q
爾
全
艦
と
し
て
組
版
の
細
心
に

し
て
周
到
な
る
、
、
校
正
の
前
置
に
し
て
確
實
な
る
共
に
ま
た
間
然

す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
パ
稻
荷
紳
祉
二
藍
所
動
行
、
非
賞
）
（
柴
田
）

第
二
十
谷
　

第
三
號
　
　
　
轟
ハ
三
九

（三S5）


